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Ａ．研究目的	
	
腸管病原体の検索や腸内微生物叢の解析等
を目的として、現在、さまざまな施設におい
て数多くのヒト糞便検体が収集・保管されて
いる。これらはポリオウイルスのバイオリス
ク管理の対象となる。本研究ではこれらヒト
糞便検体のバイオリスク評価手法について
検討し、バイオリスク管理の方法について提
言することを目的とする。	 	

Ｂ．研究方法	
	
本年度は、バイオリスク管理の対象となる
ものとしてどのような糞便検体が存在する
か、研究分担者の施設を対象として検討を行
った。	

（倫理面への配慮）	
	
当該研究期間においては、倫理面への配慮
を必要とする研究はなかった。	
	
	
Ｃ．研究結果	
	
当該施設においては、病原体検出を目的と
して、ヒト糞便検体が約500検体、また腸内
微生物叢解析を目的として、約500検体が保
存されていた。いずれもディープフリーザー
内に凍結保存されていた。	
	
（倫理面への配慮）	
	
当該研究期間においては、倫理面への配慮
を必要とする研究はなかった。	 	

	
	
	

Ｅ．結論	
	
近年、腸内微生物叢の健康や疾患への関与
についての興味の高まりにより、病院や公的
研究機関、臨床検査施設等の専門的な微生物
検査施設のみならず、企業を含むさまざまな
施設においてヒト糞便検体が収集・保存され
つつある。これらの糞便検体に対するバイオ
リスク管理の標準化が必要であり、今後、当
施設の検体を用いてバイオリスク評価方法
について検討行っていく。最終的に本事業の
研究期間内に提言をまとめることを目指す。	
	
	
Ｆ．研究発表	
1.		論文発表	
	
	 	 	 なし	
	
2.		学会発表	
	
	 	 	 なし	

	
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況	
	 	 （予定を含む。）	
1.	特許取得	
	
	 	 	 なし	
	
2.	実用新案登録	
	
	 	 	 なし	
	
3.その他	
	
	 	 	 なし	
	

＊【健康危険情報】	
	
	 	 	 なし	

研究要旨 
近年、腸内微生物叢の健康や疾患への関与についての興味の高まりによ
り、企業を含むさまざまな施設においてヒト糞便検体の収集・保存が進ん
でいる。本研究ではヒト糞便検体のバイオリスク評価手法について検討し、
バイオリスク管理の方法について提言することを目的とした。本年度はバ
イオリスク管理の対象となるものとしてどのような糞便検体が存在する
か、研究分担者の施設を対象として検討を行った。その結果、病原体検出
および腸内微生物叢解析を目的として、ヒト糞便検体が計約 1,000検体凍結
保存されていた。今後、これらの糞便検体を用いてバイオリスク評価方法
について検討していく。 


